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J-WAVEと筑波大学との共催で開催される、日本最大級のテクノロジーと音楽の祭典「INNOVATION WORLD FESTA 2018」(通称 イノフェス) に、ダフ
トクラフト㈱と共同開発した立体音響VR「さわれる音 2.0」を出展します。

イノフェスは今年で3回目の開催となり「未来を考えるきっかけになる体験型フェス」として、イノベーターの方々によるトークセッションや、豪華ア
ーティスト達によるテクノロジーを取り入れたライブパフォーマンス、最新テクノロジーの体験コーナーなどが実施されます。
当イベントにて、TAIYOKIKAKU R&Dがアメリカ・テキサス州のオースティンで開催された、世界最大級のクリエイティブ・ビジネスの祭典「SXSW 20
18」に出展し好評いただいた「さわれる音」をグレードアップした「さわれる音 2.0」が体験いただけます。

J-WAVE INNOVATION WORLD FESTA 2018
立体音響VR「さわれる音 2.0」出展

イベント名 
開催日時
　
場所
主催
チケット
　 
アクセス

J-WAVE INNOVATION WORLD FESTA 2018
2018年 9月29日 (土) ・ 30日 (日) 
OPEN 11：00 ／ CLOSE 20：00頃予定
六本木ヒルズ
J-WAVE / 筑波大学
レギュラーチケット
1日券 ￥5,000 / 2日券￥10,000円 (税別)　
日比谷線 六本木駅 1C出口 徒歩2分
大江戸線 六本木駅 3出口 徒歩4分
大江戸線 麻布十番駅 7出口 徒歩5分



立体音響VR「さわれる音」が更に進化

≪新機能③≫

≪新機能①≫

≪新機能②≫

シェアモード/２人同時プレイ
今までは１人モードでの体験でしたが、ver2.0では２人同時に体験できます。

音の変化がもっと体験できる、分かる、感じる！
オブジェクトの触り方、動かす方向によって音色が更に変化します。

2018年３月アメリカ・テキサス州オースティンで開催されたSXSW2018で話題を呼んだ
立体音響VR「さわれる音」がこの秋、新機能を搭載しバージョンアップしました。

背景が幻想的な空間に変化！もっと没入感が味わえる！
今までは明るい部屋での体験でしたが、ver2.0では幻想的な夜の空間も楽しめます！

＊「さわれる音」とは空気の振動である音に注目し、Resonance Audio、HTC VIVE、Leap motionを組合せることで実現した、

音に触れることができる立体音響VRコンテンツです。センサーで手を認識し、様々な色・形をした音のオブジェクトを触れたり

、掴んだり自由に動かすことができます。オブジェクトにより音が違うため、音を出すだけでなく重ねるなど直感的に

音楽をつくる感覚を楽しむことができます。
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＊体験イメージになります。

＊体験イメージになります。

＊実際のVR空間 ＊実際のVR空間
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